
【大阪安保学習会レジュメ】

安保60年、従属的同盟からの脱却をめざして一一コロナ禍を見据えて

2020年6月23日 小泉親司

《はじめに》 コロナ禍がしめしだこと

( 1 ) 安保60年、いま日米安保は?一一「行き詰まり」と「危股」

① 「日米同盟」の「行き詰まり」ー一基地、軍事費、外交、経済

o 1"安保法制」二戦争法の強行に国民の怒りが沸騰 (5条〉

0 安倍軍拡政治への国民の批判が集中一一陸上イージスの「停止」、オスプレイ (3条〉

O 辺野古新基地の完全な行き詰まりと地位協定の「抜本的見直しJ(6条〉

0 破たんした安倍政権の「戦後外交の総決算」一一「北方領土」問題

o 1"米国第一」の日米翼易交渉で、日本の農業つぶし (2条〉

② トランプ・安倍の「日米同盟第一」による「危瞭」の拡大

0 自衛隊大増強計画の強行

* 米軍の最新鋭兵器のJJ爆買い J/で「専守防衛」を投げ措て

* 1"米国に喰われる血税5兆円J(週刊朝日)-FMSによる従属的実態。沖縄・辺野古新墓地計画の強行と米軍基地の全国大増強

* 世界でも異常で従属的な「米軍基地国家」の拡大

0 米軍と従属的一体化した自衛隊の海外戦争出撃準備

* イランへの出撃と自衛隊海外基地の増強

* 日本版海兵隊二水陸機動団の新編と危隙な上陸作戦軍事演習

(2) 従属的同盟からの脱却をめざして一一あらたな選択肢の提案の重要性

① 「安保法制」の廃止と立憲主義の回復のたたかい

o 1"市民と野党の共闘」の中山的課題

o 1"辺野古反苅J1"防衛費の削減J1"日米地位協定の見直し」に発展

O 憲法9条改憲阻止と一体となったたたかい

② 辺野古新基地計画を断怠に追い込むたたかい

o 1"基地のない沖縄・日本」実現の最大の橋頭保

O アメリ力の戦争への出撃基地の撤去に

③ 日米安保に代わる北東アジア平和・友好条約の提起

0 安保廃棄で、苅等・平等の日米友好条約の締結

0 外交では、米・中・露・南北朝鮮などの北東アジア平和体制づくり

O 安保廃棄後の憲法が開くあ疋らしい日本の展望を語る

* 基地被害の解消、レイプ事件の根絶、経済主権の確立、対等・平等の日米関係

以上



ミサイル防衛と日米同盟

① 「防衛計画の大綱J(201 8年 12用〉

( 1 )日米同盟の抑止力及び対処力の強化

平時から有事までのあらゆる段階や災害等の発生時において、日米

両国間の情報共有を強化するとともに、全ての関係機関を含む両国間

の実効的かつ円滑な調整を行い、我が国の平和と安全を確保するため

のあらゆる措置を講ずる D

このため、各種の運用協力及び政策調整を一層深化させる。特に、

宇宙領域やサイバー領域等における協力、ー盤台ミサイル防空、共同訓

練・演習、共同の 1S R活動及び日米共同による柔軟に選択される抑

止措置の拡大・深化、共同計画の策定・更新の推進、拡大抑止協議の

深化等を図る。これらに加え、米軍の活動を支援するための後方支援

や、米軍の艦艇、航空機等の防護といった取組を一層積極的に実施す

る。

② 「中期防衛力整備計画J(2019，，-，23年〉

弾道ミサイノν攻撃に対し、我が国全体を多層的かつ常時持続的に防

護する体制の強化に向け、堕よE畳型4二三ス・システム(イージス・

アショア)を整備するほか、現有のイージス・システム搭載護衛艦 (D

DG)の能力向上を引き続き行うとともに、前記(ア)ーは)に示すと

おり、地対空誘導弾ペトリオットの能力向上を引き続き行う。また、

日米共同の弾道ミサイル対処態勢の実効性向上のため共同訓練・演習

を行う。

。 。 。
日米関の基本的な役割を踏まえ、日米同盟全体の抑止力の強化のた

め、ミサイノレ発射手段等に対する我が国の対応能力の在り方について

も引き続き検討の上、必要な措置を講ずる。

@ 
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全
国
知
事
会
に
お
い
て
は
、
沖
縄
県
を
は
じ
め
と
す
る
在

日
米
軍
基
地
に
係
る
基
地
負
担
の
状
況
を
、
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地
等
の
所
在

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
広
く
理
解
し
、
都
道
府
県
の
共
通
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
羽
年
日
月
に

「
米

軍
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地
負
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に
関
す
る
研
究
会
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設
置
し
、
こ
れ
ま
で
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た
り
開
催
し
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ま
し
た
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で
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、
日
米
安
全
保
障
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日
本
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取
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く
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た
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。
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縄
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収
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回
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地
の
存
在
が
、
航
空
機
騒
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、
米
軍
人
等
に
よ
る
事
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・
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環
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。

⑦
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れ
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世
界
的
な
音
楽
家
の
坂
本
龍
一
さ
ん
が
9
日
ま
で
に
、
拠

点
と
す
る
米
ニ
ユ
J
ヨ
1
ク
か
ら
琉
球
新
報
の
オ
ン
ラ
イ
ン

・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
、
名
護
市
辺
野
古
の
新
基
地
建
設

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
穴
の
危
機
に
直
面
す
る
世

界
に
つ
い
て
語
っ
た
。米
軍
基
地
な
ど
の
安
全
保
障
は
沖
縄
、

原
子
力
発
電
所
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源
と
し
て
の
負
相
ほ

政
府

‘. 

D
ヘクi'r 

」

福
島
な
ど
、
限
ら
れ
た
地
域
に
集
中
し
て
い
る
と
し
て
「
日

本
の
民
主
主
義
は
非
常
に
特
殊
で
、
ね
じ
れ
て
い
る
と
感
じ

る
。
政
府
上
層
部
が
反
民
主
主
義
的
で
、
独
裁
的
だ
」
「
非

民
主
主
義
的
な
政
権
に
国
民
の
多
く
が
お
か
し
い
と
抗
議
し

な
い
。
民
主
主
義
が
定
着
し
て
い
な
い
か
ら
だ
」
と
指
摘
し

た
。
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ロ
ナ
対
応
に
疑
問

コ

本
紙
の
松
元
剛
編
集
局
長
の
更
を
県
に
申
請
し
た
こ
と
に

質
問
に
答
え
た
。
「
辺
野
古
の
基
地
は
常
識
的
に

コ
ロ
ナ
禍
の
さ
な
か
、
日
本
考
え
る
と
完
成
し
な
い
。
仮
に

政
府
が
4
月
、
軟
弱
地
盤
に
伴
完
成
し
て
も
使
い
物
に
な
ら
な

う
新
基
地
建
設
工
法
の
設
計
変
い
の
で
は
。
や
っ
て
い
ま
す
と

@ 

い
う
た
だ
の
ア
リ
バ
イ
だ
ろ
活
動
に
変
V

え
な
け
れ
ば
、
同
じ

う
。
貴
重
な
税
金
を
無
駄
に
つ
こ
と
が
次
々
に
起
き
る
」
と
嘗

ぎ
込
む
の
か
。
コ
ロ
ナ
禍
対
策
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

一

で
も
お
金
の
使
い
方
が
違
う
」
コ
ロ
ナ
禍
の
後
の
批
一
界
(
ア

と
疑
問
を
按
げ
掛
け
た
。

フ
タ
l
コ
ロ
ナ
)
を
居
え
、

新
型
コ
ロ
ナ
を
巡
る
安
惜
政
都
市
型
の
生
活
様
式
案
支
る

権
の
対
応
に
つ
い
て
、
民
主
主
必
要
性
を
強
調
し
、

「都
市
ヂ

義
を
軽
ん
じ
る
体
質
が
弊
害
と
ザ
イ
ン
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

な
っ
て
表
れ
て
い
る
と
言
及
し
を
進
め
た
方
が
い
い
。J
都
市
の

た
。
世
界
各
国
と
比
較
し
、
日
デ
ザ
イ
ン
を
直
す
こ
と
は
巨
大

本
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
お
け
る
決
な
公
共
霊
宋
に
も
な
る
。
経
済

罪
過
程
の
不
透
明
さ
、
公
金
支
が
落
ち
込
ん
だ
今
、
無
駄
な
基

出
の
在
り
方
も
問
題
視
し
た
。

地
を
造
る
よ
り
、
は
孟
か
に
大

行
き
過
ぎ
と
も
言
え
る
地
球
切
だ
い
と
提
案
し
た
」

規
模
の
都
市
化
が
、
新
型
コ
ロ

1
月
に
宜
野
湾
市
で
開
か
れ

ナ
の
世
界
的
な
流
行
を
も
た
ら
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
坂
本
さ
ん
・

し
た
と
読
議
き
、
「
今
や
地
は
沖
縄
で
初
め
て
ピ
ヱ
ノ
を
演

球
規
模
の
都
市
化
に
よ
っ
て
自
奏
し
た
。来
県
に
伴
い
、
坂
本
さ
-

然
破
壊
が
進
ん
で
い
る
。
自
然
ん
は
辺
野
古
の
海
を
視
察
し

一

と
共
生
す
る
経
済
活
動
、
人
間
た
。(社
会
部
長
・
島
袋
貢
治
)
一

部
活
生



-
L
I
F
-
-
F
I
P
-
-園田
:

政
府
は
冷
静
「方
針
不
変
」

Z
4
吾
首

Z
内
同
巴

F『

M

d

B

T

-
司
当
陪

E
.
2

=

-

一

書

当

官

官

h
d
l
-
-
dド
圃
二
骨
-
-
割
引
戸

7
一

ロ
シ
ア
の
プ
!
チ
ン
大
統
領

一域

(G
m
)
首
脳
会
議

(サ
ミ

E
童
相
「
矛
ヨ
象
¢
圃

E
翼
-Z

が
日
露
関
の
平
和
条
約
締
結
は

一ッ
ト
)
出
席
の
た
柔
目
す
る

I

l

-

-

一
困
難
と
の
見
方
を
示
し
た
こ
と
一
予
定
で
、
首
相
周
辺
は
「
首
脳

日
米
の
軍
事
協
力
牽
制

一計
十
日
河
川
諮
問
時
五
認
尋
問
寸
前

1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
a
-
-ト
l
l
l
L露
関
に
平
和
条
約
が
な
い
の
は

一た
。

【
モ
ス
ク
ワ
日
小
野
田
雄
一
ン
氏
は
日
露
一
平
和
条
約
の
締
結
一
ス
テ
ム
「
イ
l
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
一
不
自
然
だ
と
い
う
認
識
で
一
致
一

外
務
省
幹
部
は

「
ロ
シ
ア
則

一
】
ロ
シ
ア
の
プ
l
チ

ン

大

統

語

ヨ

引

J
司
司
ヰ
司
可
制
調副羽

τてい
る
。
こ
ち
ら
の
方
針
は

一の
発
信
一
つ
一
つ
に
反
応
し

.

.

.

.
 千三
T
詞
組
組
重
せ
川
議
一
]
ど
に
言
及

D

平
和
条
約
締
結
に
一
変
わ
ら
な
い
」
音
相
周
辺
)

一て
も
仕
方
な
い
」
と
強
調
。
安

週

圃

・

河

は
6
日

、

国

閣

閣

閣

器

一伴
う
返
還
後
の
北
方
領
土
へ
の

一と
の
立
場
だ
。
こ
れ
ま
で
の
日

一倍
首
相
と
プ
!
チ
ン
氏
が
昨
年

弱

醐

一

度
経
済
フ
ォ
扇
曜
日
ヨ
ー
と
の
一
米
軍
配
備
を
念
頭
に

「こ

止

一露
交
渉
の
過
程
で
ロ
シ
ア
側
が

一日
月
に
日
ソ
共
同
宣
言
基
礎

置
圃
圃
・
圃
園
田
l
ラ
ム
出
席

一認
識
を
改
め
て
示
し
た
。

一

と
同
じ
こ
と
が
ロ
シ
ア
の
安
全

一示
し
て
き
た
見
解
の
た
め
、
日

一に
交
渉
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
で

.

.

.

.

.
 
，

の
た
め
訪
問

一

イ
ン
タ

ρげ
V
以
樋
陪
ほ
巴
保
障
に
関
わ
る
地
域
で
起
き
た

一本
政
府
は
冷
静
に
受
け
止
め
て

一合
意
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

一

十し
て
い
る
露
北
西
部
サ
ン
ク
ト
佐
怪

ryπ
民

同

一ら
ど
う
な
る
の
か
」
と
し
、

一い
る
。

了
九
、
「
合
意
に
基
づ
い
て
や
っ

一

ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
各
国
の
主
要
隔
陀

-w障
関
桁
楊
健
椴
代
・

一「
日
本
の
国
防
権
は
理
解
す
る

一

プ
l
チ
ン
氏
は
お
、
習
に

一て
い
く
し
か
な
い
」
と
述
べ

一

通
信
社
と
会
見
し
た
。
プ
l
チ
一地
上
配
備
型
ミ
サ
イ
ル
m

el-シ
一
が
、

ロ
シ
ア
は
懸
念
せ
ざ
る
を

一大
阪
で
開

A)
る
初
カ
国
・
地

一た
。

得
な
い
」
な
ど
と
述
べ
た
。
そ

ーの
ム
で
斗
岡
本
対
口
弘
乃
の
懸

念
に
配
慮
す
る
こ
と
が
平
和
条

約
締
結
の
前
提
だ
」
と
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
プ
1
チ
ン
氏
や

ラ
ブ
ロ
フ
外
相
は
、
日
米
安
保

条
約
が
平
和
条
約
の
障
害
と
な

っ
て
お
り
、
返
還
後
の
島
に
米

軍
が
配
備
さ
れ
な
い
保
証
が
必

要
だ
と
す
る
認
識
を
示
し
て
い

た
。一

方
で
プ
i
チ
ン
氏
は
、
米

国
に
よ
る
中
距
離
核
戦
力

(I

ブーチン氏

N
F
)
全
廃
条
約
の
破
棄
に
関

連
U
斗
桜
呉
器
担
保
持
担
割
到

て
の
国
が
参
加
す
る
核
管
理
の

仕
組
み
が
必
要
だ
」
と
指
摘
。

2
0
2
1年
に
期
限
が
切
れ
る

米
露
聞
の
新
戦
略
兵
器
削
減
条

約

(新
S
T
A
R
T
)
の
更
新

問
題
に
つ
い
て
も

「
ロ
シ
ア
に

は
更
新
の
用
意
が
あ
る
」
と
す

る
一
方
、

，
「
仮
に
更
新
さ
れ
な

く
て
も
ロ
シ
ア
は
国
を
守
れ

る
」
と
強
調
し
た
。

U
7
面
に
「
l
N
F
破
棄
批
判
」

@ 
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ポ
ス
ト
冷
戦

日
米
同
盟
強
化
選
ん
だ

， 
a 

腫罰

と
は

ム
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
だ
」
と
言

FD
。

イ
メ
ー
ジ
だ
。
イ
i
ジ
ス
艦
な

ど
と
デ
l
タ
を
共
有
し
、
戦
術

一
一
回
で
圧
倒
的
な
優
位
に
立
つ
。

一

F
お
の
配
備
を
担
当
す
る
空

自

1
佐
の
芹
川
武
也

(
U
)
は

". E罰 : 議汗

Fjjの月
35キーの舞三 i

Alスい沢雪
イ ド テ お基 .で、yeルり地譲

マ ス た広
ダ l戦。主わ
lチ間航，機れ

総 ュサ ゲ 1 部担 。 第

夏壁秀三言語 品
妻美55居費三 国

乞議?を詫弓長 Z 
はし集:る「久 た

長話事や萄喜 い ち

持E雪量:回議全保障

iiiii?!?;.2i 
の :プの象。に日は， I 

52L2持者雲寺 l
ξふ想下 実喜護審

空
を
飛
ぶ
烏
に
な
っ
た
よ
う
な

漏
手
を
亭
に
見
つ
げ
て
先
ーに

行
動
す
る
の
が
戦
闘
機
の
勝

負
。
F
お
の
す
さ
ま
じ
い
デ
ー

タ
統
合
能
力
は
そ
れ
を
可
能
に

レ
て
く
れ
る
」
と
語
る
。

@ 

導
入
の
背
景
に
は
、
北
朝
鮮

の
脅
威
、
中
国
や
ロ
シ
ア
の
航

空
戦
力
の
近
代
化
が
あ
る
。
領

空
侵
入
を
阻
止
し
、
自
国
の
空
一

域
を
守
る
こ
と
が
長
く
空
白
の

主
任
務
だ
っ
た
。
だ
が
こ
れ
か

ら
は
、
日
米
が
閉
じ
機
体
で
編

隊
を
組
み
、
デ

f
タ
を
リ
ン
ク

し
、
敵
地
を
攻
撃
す
る
共
同
作

戦
も
視
野
に
入
っ
て
く
る
と
い

お
に
比
舵
ド
ー

l
i
l
i
-
-

あ
る
空
白
幹
部
は
こ
う
い
ぶ

か
る
。「町

の
交
番
に
、
特
殊
部
隊

を
配
置
す
る
よ
う
な
も
の
。
F
一

部
を
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
、
周
辺
国
は
日
本
を
専

守
防
衛
の
固
と
は
信
じ
な
く
な

F

高
度
な
政
治
問
題
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
の
だ
。

コ
ス
ト
も
膨
大
だ
。
今
後
初

年
間
、
必
機
の
維
持
に
か
か
る

総
経
費
は
約
2
兆
2
千
億
円
。

一政
府
が
検
討
す
る
敵
基
地
攻
撃

一能
力
ネ
-
Z
母
体
化
す
る
な
ら
ば
、

さ
ら
F
革
担
は
，ふ

く
ら
む
。
，



年度

2005 

2006 

2007 

2008 
2009 

2010 

2011 

2012 
2013 

2014 

2015 

2016 
2017 

2018 

2019 

軍事費の後年度負担等の推移
(単位:億円)

既定額 歳出化額 新規負担 残額

29.267 17.362 17，758 29，663 

29.745 17，439 17.708 30.014 

29，880 17.662 17.711 29.929 

29.507 17.224 17，972 30，255 

29.863 16.911 16.990 29.943 

29，570 16.750 16，623 29.443 

29.189 16，321 16，540 29，408 

28，975 16.315 17.895 30，555 

31.195 16，612 16.517 31，100 

32.887 17，944 21，733 36，676 

37.062 18，260 25，623 44.426 

42.039 18.377 22.875 46，537 

46.191 18，767 21.299 48.723 

48.502 18.898 21.164 50，768 

47，290 19.675 25，781 53，396 

中央調達における契約相手方別契約高順位 (上位10社)
2012年度 2015年度 2018年度

契約相手方 I件是正I(億金額円)
1 1ニ菱重工業 iml 

(株)

日本電気(株)

塑号

120 

(株) 1 H 1 

ご菱電機(株)

61、vト'_/ ~ -I 
-エス・エヌ

21 1.2211 161日本電気(株)ln 7~q116|三臓機関 ii19
ジャパンマリ

71ンユナイテッ| 7401 1 7 1 (株)東芝 1 631 6731 171ンユナイテッ| 2 
ド(株)

ジャパンマ 1)

(株)東芝 73 503 8 ンユナイテッ 3 389 8 (株) IHrl 35 
ド(株)

111 300 9富士通(株) 98 364 9 (株)東芝 51 

倣) 1 H 1| 剖 内 101{~詰) 'J'12'~ I 29 291 10 
(株〉小松製

301 If-~ 

⑦ 

317 
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米国外の駐留人数及び在日米軍の割合

。

aF
米
国
併
〈

l
i
d
-
に
占
め
る
在
ー日
米
軍
の
割
合

n

U

F

O

r

o

n

U

M苅

0略

圃園田本

イタリア

聞圃韓国

圃圃その他

ドイツ

周回イギリス

米国外の駐留人数に占める在日米軍の割合
32 

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 

※ 1 本グラフは、米国防総省の下部組織である国防人員データ ・センター (D回C)のホームページからダ

ウンロードしたデータを沖縄県において編集したものである。

(https://附 w.伽 dc.osd.mil/appj/dwp/dwp_reports.jsp) 

※ 2 2012年までは 9月末現在、 2013年以降は 3月末現在の数値となっている。

@沖縄県

干900-8570 沖縄県那覇市泉崎 1ー 2-2

知事公室基地対策課

電話 :098-866-2460 (直通)

HP : http://www.pref.okinawa.jp/s i te/ch i j i ko/k i ch i ta i/ 

@ 
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命防衛省統合語僚監部

2017年6月20臼

日米水陸両用将官級会議(B A S G : Bilateral Amphibious Steering 

Group)第 1回会同の成果についてお知らぜしまザ。

Bilateral Amphibious Steering Group achievement 

平成 29年6月 13日(火)、自衛憾及び米軍は、市ヶ谷駐屯地において

日米水陸両用将官級会議(B A S G : Bilateral Amphibious Steering 

Group)を実施しました。
本長議は水陸両用作戦に係る観や訓練の検討の方向性を日米間で案出

することを目的として日米の将官級の主要指庫宮が参加して実施するちの

で、水陸両用作戦に係る日米の連携強化及び統合作戦の推進の方向性につい

て、認識共有を図ることができました。
我が国周辺の緊迫した安全保障環境や来年3月rの水陸機動団の新編を見据

え、米軍とのより緊密な連携を図るととちに、陸海空自衛陳が一丸となって

長嶋部に対する攻撃へ対処する能力の向上に努めてまいります。

13th June 2017， JSDF. 7thFleet and illMEF held当ilateralAmphibious 

Steering Group at Ichigaya. Tokyo. 
The pu巾oseof the conference was to omntthe dimtion of Amphibious 

operations and trainings. 

U.S. a 
B臥AS鉛G.and concur on the di陪 ctionof strong coop:era伽 andpromoting joint 

ope引ons.Japa巾 surrou州 ngsecu的 environwuistensea

問 wlydevelops明 DB"(AmphibiousRapid Devel?pment B内ade)will need 

close coopemtion more than eVH，and in orderto:respond to amckson the 

陀 moteislanぉ ofJapan. JSDF is川 ed10 deveゆan同耐叩a凶 c凶ap閃ab凶i“l
for the defense of Japan. 

いいね! コメントする シェアする

。



(資料2)市民連合と5野党・会派の 「共通政策J2019.05.29 

市民連合の要望書
来る参議院選挙において、以下の政策を掲吠その実現に努めるよう要望しますー

だれもが自分らしく暮らせる明日へ

litzzztfぽ法「改 創 と 附 第9条 「改創に附し改憲発釈の仰向い

2.安保法制、共謀罪法など安倍政権が成立させた立憲主義に反する語法律を廃止すること。32:zzり;??土:つ吋法燥の理念に照ら口惜し国駐活の栓川観恥ら他

4・沖縄県名護市辺野古における新基地建設を直ちに中止し、環境の回復を行う、と。さらに、普天間基地の

期返還を親し、撤去を進めること。日米地位協定を改定し、沖縄県民のふを守る己また、 4

助金を使った沖縄県下の自治体に対する操作、分断を止めること。

5・東アえアにおける平和の創出と非核化の推進のために努力し、日朝平壌言言に基づき北朝鮮との国交

投致問題解決:¥核・ミサイル開発阻止に向けた対話を再開すること。 -

6 福島第一原号事故の検証ゃ、実効性のある時計画の策定、地元合意なと切ないままの原発再穣働を言 ず

再生可能エネルギーを中Lとした新しいエネル吋策の確立と地域社会再生問 駅ロ実現ι
すこと。

7?でで計調査の麟なと行 政問る情報の操作担造 (向う)の全体像を究明するとともに

OC/' [1".:;エツシヨナル制度なと渥偽のデータに基づいて作られた法律を廃止すること。 ゎ

8Z2222M消費説率引き上げを中止し所得資産法人の各分野附ける給開

9 立;;;LLおよJiZ?やか明学伏働吋可能と持た叫琵腕雇用に

10・地域聞の大きな格差を是正しつつ最低賃金flsoo円Jを目指し、 8時間働けば暮らせる働くlレールを実現L、
生活を底上げする経済、社会保障政策を確立し、貧困格差を解消する

::eo また、これから家族を品成
しようとする若い人々が安心して生活できるように公営住宅を拡充すること。」

11 L2Lr:71227ifに対する雇用差別や賃金格差を慨し 選択的夫婦別姓や議員l間

12・森友学園・加計学園及ぴ甫スーダン日報隠蔽(いんぺい)の疑惑を徹底究明し 透明性か高く公平な行政l

確立すること。幹部公務員の人事に対する内閣の関与の仕方を点検し、内閣人誌の在り方を再検討する~

13 国民の知る酬を確保するという観点から、報道の自由を徹底知め、放送事業者の監督を総務省から五

り離し、独立行政委員会で行う新たな放送法制を構築すること。 ー 切
2019年5月29日

私たちは、以上の政策実現のために、参議院選挙で、の野党勝利に向けて、各党とともに全力で闘いますh

安保法制の廃止と立憲主義の回復を求める市民連ム

上記要望を受け止め、参議院選挙勝利に向け亡ともに効で闘いま丸

立憲民主党代表 枝野幸男 J 

国民民主党代表
玉木雄一郎

日本共産党委員長 志位和夫

社会民主党党首 又市征治

社会保障を立て直す国民会議代表 野田佳彦

@ 
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ブルネイ
ベトナム

日本 緯圏 中国

¥IASEAN友好協力条約 (TAC抜粋)I 1976年

この条約は、締約国の強化、連帯及び関係の緊密化に寄与する締約

62 

国の国民の聞の永久の平和、永遠の友好及び協力を促進することを目 i 
i的とする。

第二条 } 

1 締約国は、その相互の関係において、次の基本原則を指針とする。

a すべての国の独立、主権、平等、領土保全及び主体性の相互尊重

i b すべての国が外部から干渉され、転覆され又は強制されることな

く国家として存在する権利

1 c 相互の国内問題への不干渉 7 
d 意見の相違又は紛争の平和的手段に よる解決

1 e 武力による威嚇又は武力の行使の放棄 i 

f 締約国間の効果的な協力 / 

日本国憲法と同様の規定を盛り込ん淀友好協力条約

⑪ 


